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●主に感謝せよ 

 

お元気でいらっしゃいますか？ 

今年は春の到来が遅かったですが、ドイツでもあ

ちこちに植えられるようになった桜の木が数日前

に満開、我が家の庭のロードデンドロン（しゃく

なげ）も、つぼみが開き始めました。 

 

ハンブルクでは、5 月 1 日～5 日、「あなたが必要

なだけ Soviel Du brauchst」(出エジプト記１

6:18)のテーマのもと、ドイツのプロテスタント

信徒の最大の大会である『ドイツ福音主義教会大

会（キルヒェンターク）』が開催されました。この

大会は 2 年おきに州を変えて行われてきたもので、

今年で 34 回目になります。5 日の最終日には、

13 万人余りの人々がシュタットパーク（市立公園）

に集まり、盛大な礼拝が献げられました。 

 

また先日、2007 年にオランダのヨハン・ヒューバースさんが造った巨大な『ノアの箱船』のレプリカがハンブ

ルクに入港し、大きな話題になっています。後日、私も見学に行く予定ですので、改めて報告させていただきた

いと思っています。 

 

私の方は、先週北ドイツで行われた、スイス人の聖書学者、聖書翻訳者、考古学研究者であるロジャー・リービ

師のセミナーに参加しました。今回のテーマは『終末における聖書預言の成就』で、大変貴重な学びをすること

ができました。リービ師は、また、ピアノとヴァイオリンを学ばれた音楽家ということもあり、讃美や音楽に関

する研究文献も多く出されています。私もこれまで、讃美セミナー準備のために、師の文献からも多くのことを

学んできました。今回のセミナーでは、休憩時間にリービ師と直接讃美のテーマについてお話しをすることが出

来、感謝でした。 

 

 

●主に感謝せよ HODU L’ADONAI 
AKWM は、2000 年に多くの方々の協力を得、大阪の黒田禎一郎師主幹の『ミッション・宣教の声』を通して設

立に導かれました。そのスタートにはさまざまな新しい出来事が伴いました。ドイツ人教会の伝道師職の辞任、

日本での事務局設置、新しい活動などですが、内的出来事では、「ユダヤ人への祈り」がそのひとつです。 

 

きっかけは、スペイン人クリスチャンの友人からプレゼントしてもらった『イスラエル』というタイトルのＣＤ

でした。そのＣＤには、S.グリーン、M.ウィット、M.ヴィダル、S.アレンといった、世界で活躍しているヒスパ

ニック系クリスチャン・アーティストによるユダヤの讃美や、自作自演のイスラエルのための祈りの曲が収録さ

れていました。 



『つまずきの石』Stolperstein 
「ここに、1901年生まれのフリーダ・オッテンハイマーが住ん
でいた。1943 年にテレジエンシュタットに、1944 年にはアウ

シュヴィッツに強制移送され、殺された。」この『つまずきの石』
の設置は、1993年、ケルン在住のアーティスト、グンター・デ
ムニヒ氏によって始められた。これまで約 700 の都市と国に、

32000以上の『つまずきの石』が設置されている。 

CD ジャケットには、こう書かれていました。 

 

この CD は、以下の４つの目的のために制作されました。 

１．これまで何千人ものユダヤ人が、日々インマヌエルをメシアとし 

て受け入れていることに、私たちの喜びと愛を表明するために。 

２．私たちの受けた祝福の根はユダヤ人にあるから。 

ヨハネ 4：22「救いはユダヤ人から出る」 

３．長い歴史の間、「キリストとキリスト者」の名のもとに、私たちの  

兄弟であるユダヤ人を迫害し、言葉に表すことのできない苦し 

みを負わせてきたことへの、私たちの謝罪の声を、イェシュア・ 

ハ・マシア（イエス・キリスト）に献げるため。 

４．「兄弟たち。私が心の望みとし、また彼ら（ユダヤ人）のために 

神に願い求めているのは、彼らの救われることです。」 

（ローマ 10：1） 

 

 

その文章を思いめぐらしなら CD を聞いて行くと涙が止まらなくなり、最後には嗚咽状態になりました。ユダヤ

民族が、神がご自身の栄光を顕すために特別に選ばれた民であり、またその選びは今も変わらないことを知り、

主が、私の心の中にユダヤ人への特別な思いを与えてくださった時でした。それから、ユダヤ人への祈りと共に、

ホロコースト生存者との出会い、いくつかのユダヤ人伝道・救援団体との関係が始まり、また、少しずつ、ユダ

ヤの歴史・文化、原語・文学体系から聖書を読み解く学びも始めるようになりました。 

 

今年に入ってから、「礼拝の歴史」について学び始めましたが、シナゴーグの礼拝を起源とする初代教会の礼拝

に関しては、多くの時間を費やしました。特に、215 年頃書かれたと思われるヒッポリュトスによる『使徒伝承』

から、殉教さえもいとわない当時の人々の生き生きとした信仰と礼拝に深い感動を覚えました。長い間、礼拝の

あるべき姿を模索して来た私にとって、ひとつの型を見つけた思いでした。それは、ユダヤの流れをまだ脈々と

受け継いでいるものでもありました。 

 

その後、ユダヤ人とクリスチャンが分離し、ユダヤ人はすでに神の恵みから外れてしまったという教えが神学の

中に入り込んで来ました。そうやって、私たちが受けている祝福の根から切り離され、つまり、その根源がアブ

ラハムに与えられた契約であることを忘れ、また、教会が世俗文化の中に突入して行ったときから、神への礼拝

のあり方は、徐々に、本来あるべき姿から逸脱したものとなって行きました。 

 

 

この「礼拝の歴史」の学びの期間、実は私は、

大きな「霊の戦い」の時を通過しました。そ

れには、いくつかの要因が考えられました。

まず、異端宗教の方との関わり（伝道）、み

ことばの学びを通してさらに主に近づき、ま

ごころから主を拝そうとすることへの、闇の

力による妨害です。それで、この時期、朝、

晩の祈りだけでなく、家事をするときも、出

かける時も、主の偉大さをほめ歌い、感謝し、

絶えず祈るようになりました。 

 



それ以来、いつも讃美するようになった曲のひとつが、メシアニック・ジューのバティア・セガールさんが作ら

れた詩篇 136 篇からのヘブライ語讃美、「HODU L’ADONAI（主に感謝せよ）」です。イエス様が流された血潮

による勝利を宣言し、主のいつくしみととこしえの恵みに心から感謝を献げるとき、敵は退かざるを得ないこと

を確信するようになりました。 

 

実はそれまで、悪の力に立ち向かうことに対して、私の中には少なからず恐れがありました。しかし、今回は、

退くことの出来ない「霊の戦場」に立たされたことを覚えました。そしてキリストの勝利を宣言し、讃美と感謝

を絶えず主に献げることを通して、私の中から恐れが退いてゆくのを感じるようになりました。私たちの主こそ、

悪の力に勝利されたお方、私たちを完全に救い助けることの出来るお方だからです。「霊の戦い」、「信仰の試練」、

「困難や悩み」を通過なさっている方々に、そして、喜びに満ち溢れて主と歩んでおられる皆さんにも、是非お

勧めしたい一曲です。 

 

HODU L’ADONAI（主に感謝せよ） 

詩篇 136:1-3 から 

Hodu L'Adonai ki tov, ki l'olam chasdo. (x2) 

ホードゥ ラドナイ キ トーヴ キ レオラム ハスド  

Hodu, hodu, hodu, hodu, hodu L'adonai ki tov  (x2) 

ホードゥ、ホードゥ、ホードゥ、ホードゥ、ホードゥ、ラドナイ キ トーヴ 

 

主に感謝せよ 主はまことに 

いつくしみ深くあり 恵みはとこしえに 

感謝！感謝！感謝！感謝！感謝せよ主に！(x2) 

 

 

●お祈りください 
―聖書の学びを続けて来られた A さんが明確な信仰へと導かれました。A さんの歩みを、主が守り導き、大きく

祝福してくださいますようお祈りください。 

 

―6 月頃までに秋の讃美セミナーの明確な構想を得、それに基づいて資料のまとめを始めたいと思っています。 

お祈りください。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

美しい 5 月、主の溢れる祝福が皆様の上にありますように！ 

 

Atsuko Kudo 

 

 


